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日 時 平成２０年１０月１９日午前１０時５分キックオフ（薄曇り）

会 場 田野町グラウンド

相 手 増田

結 果 ０－５（０－２、０－３）

内 容 収穫なし

０－５ 。久々の大敗でした。何より守護神達（谷之木、三井、久保野<怪我のため途中、、

交代>）を欠いたのが痛かった。 がいれば、何点かは防げたとは思います。 しかし、GK
今日の試合はとにかく相手の寄せが早かった。それに尽きます。増田は、高い位置から複数

でフェニックスボールを奪いに来たため、フェニックス 陣は、なかなかいつものようにMF
DFドリブルやタメが出来ず、ボールを奪われることがしばしば。前線への縦パスも、相手

に体を入れられなかなか に繋がらず 。 陣も、いつもの粘り強さが見られず、裏をFW DF、、

取られ続け 。、、

失点は、前半１７分右サイドをドリブル突破されセンタリングをあっさり押し込まれ０－

１。前半終了間際、裏に抜け出されそうなところをファールで 。 久保の読みが的中PK GK
するも届かず０－２。後半は２分、２１分、２８分、うまいタイミングで裏に抜け出されて

失点。

攻撃は、 緒方のシュートがポストを叩き、 越智からのパスで抜け出した大介のシMF MF
ュートはバーに当たり 。得点の可能性がないこともなかったが、なんせチャンスがなか、、

なか作れない。残念ながら、収穫のない試合でした 。、、

フェニックスの悪いところが出たというより、相手に良いところを消されてしまい、

フェニックスのサッカーをさせてもらえず。増田は、確かにテクニックはありましたが、何

よりボールを奪いにくる気迫が凄かった。その差だと思います。見習うべきだと思います。

この貴重な経験を次戦に生かしましょう！増田は来年叩きましょう！

５点差での敗戦は、平成１７年の塩タン戦以来３年ぶり。しかし、１８年には、塩タンを

開幕戦で２－０で破っています。

の久保さん、慣れないポジションお疲れさまでした。GK
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